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よ
り
優
れ
た
医
療
機
器
の
研
究

開
発
に
取
り
組
む

先
端
技
術
を
医
療
現
場
に
届
け
る
方

法
の
ひ
と
つ
に
、
治
療
や
診
断
に
役
立

つ
医
療
機
器
の
研
究
開
発
が
あ
り
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
ま
る
で
昨
年
の

「
下
町
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
い
う
ド
ラ
マ
の

よ
う
な
、
大
学
と
医
療
分
野
の
新
規
参

入
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業
が
連

携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

先
進
医
療
を
支
え
て
い
く
ア
フ
ェ
レ
シ

ス
装
置
の
研
究
開
発
を
行
っ
て
い
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

ア
フ
ェ
レ
シ
ス
（
分
離
す
る
と
い
う
意

味
）
療
法
の
一
つ
に
胸
腹
水
濾
過
濃
縮

再
静
注
法
（
C
A
R
T
）
が
あ
り
ま
す
。

癌
や
肝
硬
変
に
よ
っ
て
溜
ま
っ
た
胸
腹

水
を
体
外
へ
排
液
し
、
濾
過
器
で
細
胞

成
分
や
細
菌
を
除
去
し
て
、
濃
縮
し
て

点
滴
す
る
治
療
法
で
す
。
抗
癌
剤
治
療

や
手
術
と
の
併
用
に
よ
っ
て
末
期
癌
の

救
命
効
果
が
あ
る
こ
と
や
、
採
取
し
た

癌
細
胞
の
癌
ワ
ク
チ
ン
へ
の
応
用
の
可

能
性
が
報
告
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
癌
治

療
を
支
え
る
治
療
法
と
し
て
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
濾
過
濃
縮
す
る
手
技
が
煩

雑
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
、
施
行
で

き
な
い
病
院
や
施
設
も
多
い
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
工
程
を
自
動
化
し
、
さ
ら

に
大
量
の
腹
水
処
理
が
可
能
な
新
し
い

C
A
R
T
用
装
置
の
開
発
が
望
ま
れ

て
い
ま
す
。

岡
久
先
生
は
、
こ
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
従
来
の
製
品
や
技
術
に
研

究
成
果
（
副
作
用
の
原
因
解
明
、
目
詰
り
対

策
、
L
E
D
光
殺
菌
・
細
胞
制
御
技
術
な
ど
）

や
工
夫
を
加
え
、
安
全
で
簡
単
に
使
用

で
き
る
、
安
価
な
新
し
い
モ
バ
イ
ル
型

医
療
機
器
と
そ
の
周
辺
機
器
の
研
究
開

発
・
製
品
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
「
課
題
解
決
型
医
療
機

器
等
開
発
事
業
（
経
産
省
）
」
に
採
択

さ
れ
、
３
年
間
で
２
億
円
を
か
け
て
の

新
し
い
装
置
開
発
が
始
ま
り
ま
し
た
。

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
結
成
（
※
１
）

　

研
究
開
発
に
不
可
欠
な
の
が
、
大
学

と
連
携
し
て
医
療
機
器
開
発
に
積
極
的

に
取
り
組
む
、
高
度
な
技
術
と
人
材
を

有
す
る
企
業
と
の
連
携
で
し
た
。
先
生

は
沢
山
の
企
業
を
模
索
す
る
中
、
「
Ｌ

Ｅ
Ｄ
バ
レ
イ
徳
島
構
想
（
※
２
）
」
の
関

連
企
業
で
あ
る
（
株
）
タ
カ
ト
リ
（
奈

良
県
）
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
半
導
体
や
液
晶
な

ど
の
製
造
分
野
で
、
世
界
の
９
割
以
上

の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
機
器
を
製
造
販
売

し
て
い
る
、
高
い
技
術
力
を
持
っ
た
中

小
会
社
で
し
た
。
し
か
し
越
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
し
た
。

業
・
工
学
部
）
の
医
工
連
携
で
、
研
究

開
発
者
や
大
学
院
生
が
一
つ
の
部
屋
で

研
究
開
発
を
行
う
も
の
で
、
工
学
系
の

研
究
開
発
メ
ン
バ
ー
が
医
療
現
場
を
知

る
機
会
に
も
な
り
、
診
療
科
と
の
連
携

や
人
間
関
係
の
構
築
と
情
報
交
換
が
ス

ム
ー
ス
に
な
っ
て
、
迅
速
な
開
発
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
」

　

さ
ら
に
、
徳
島
大
学
産
学
官
連
携

推
進
部
の
大
学
等
シ
ー
ズ
・
ニ
ー
ズ

創
出
強
化
支
援
事
業
（
平
成
26
年
度
、
文

科
省
）
に
加
わ
っ
て
学
ん
だ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
対
話
ツ
ー
ル
（
※
３
）
を
応
用
。

「
今
ま
で
と
は
異
な
っ
た
着
想
に
よ
り
、

１
個
の
ポ
ン
プ
で
全
て
の
処
理
を
可
能

と
す
る
『
マ
ル
チ
リ
ン
グ
方
式
』
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱

な
ど
を
使
っ
た
ラ
ピ
ッ
ド
プ
ロ
ト
タ
イ

ピ
ン
グ
（
試
作
品
製
作
）
に
よ
り
、
企
業

メ
ン
バ
ー
と
の
打
合
せ
時
間
が
１
／
10

に
短
縮
し
ま
し
た
」

※
１　
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム　

異
な
る
分
野
の
人
や
団
体

が一つ
の
テ
ー
マ・目
的
の
た
め
に
集
ま
る
こ
と

※
２　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
レ
イ
構
想　

徳
島
県
に
L
E
D
を

利
用
す
る
光
関
連
産
業
の
集
積
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
策
定
し
た
構
想

※
３　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
対
話
ツ
ー
ル　

多
様
な
参
加

者
の
対
話
に
基
づ
き
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
す
る
確
率

を
高
め
る
た
め
の
、ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
お
け
る
具
体
的

な
対
話
の
手
法・手
順

医
療
機
器
開
発
は
誰
の
た
め
か

　

世
界
の
医
療
機
器
市
場
は
拡
大
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
し
か
し
国
内
市
場
は
輸

科
３
年
生
が
日
本
人
工
臓
器
学
会
萌
芽

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
優
秀
賞
を
も

ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
診
療
支
援
先
の

公
立
学
校
共
済
組
合
四
国
中
央
病
院

（
愛
媛
県
四
国
中
央
市
）
に
も
創
意
工
夫

の
気
持
ち
が
芽
生
え
、
次
第
に
活
気
が

生
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
大
学
の
3
本
柱

は
、
研
究
、
教
育
、
地
域
貢
献
で
す
。

医
療
機
器
開
発
を
単
な
る
も
の
づ
く
り

に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
医
療
現
場

の
将
来
ニ
ー
ズ
を
抽
出
し
、
大
学
で
の

研
究
成
果
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
医
療
現
場
に
届
け
、
教
育
に
も
活
用

し
て
、
学
会
や
論
文
を
通
し
て
ア
カ
デ

ミ
ア
の
立
場
で
広
め
て
い
く
こ
と
が

我
々
の
役
割
で
す
。
今
後
も
、
医
療
機

器
開
発
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た
人
が

一
人
で
も
増
え
、
日
本
の
医
療
機
器
産

業
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
」

と
、
今
後
の
抱
負
を
熱
く
語
っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

タ
カ
ト
リ
は
医
療
分
野
新
規
参
入
企
業

で
あ
っ
た
た
め
、
医
療
機
器
の
法
規
制

や
事
業
化
の
知
識
と
経
験
が
な
か
っ
た

の
で
す
。
ま
た
研
究
者
の
立
場
、
企
業

の
考
え
方
の
違
い
も
あ
り
、

「
激
し
い
議
論
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
が
、
と
に
か
く
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
軽

く
出
向
い
て
行
っ
て
、
事
業
の
伴
走
コ

ン
サ
ル
な
ど
有
識
者
の
指
導
を
受
け
な

が
ら
次
第
に
理
解
も
深
ま
り
、
ほ
ん
と

う
に
良
い
パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
」

と
、
先
生
は
感
慨
深
く
思
い
返
さ
れ
ま

す
。

　

徳
島
大
学
藤
井
節
郎
記
念
医
科
学
セ

ン
タ
ー
内
に
、
集
中
研
方
式
の
研
究
開

発
室
を
構
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
岡
久
先

生
が
留
学
し
て
い
た
「
米
国
ベ
イ
ラ
ー

医
科
大
学
人
工
臓
器
開
発
セ
ン
タ
ー
」

で
、
人
工
臓
器
の
父
と
言
わ
れ
た
能
勢

之
彦
（
1
9
3
2
～
2
0
1
1
）
先
生
に

学
ん
だ
も
の
で
す
。

「
医
学
（
医
学
部
・
病
院
）
と
工
学
（
企

入
超
過
が
続
い
て
お
り
、
日
本
の
優
れ

た
も
の
づ
く
り
技
術
が
十
分
に
活
か
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

大
学
も
強
み
・
特
色
の
重
点
化
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創

出
、
人
材
育
成
機
能
の
強
化
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

「
医
療
機
器
開
発
の
原
点
は
、
患
者
さ

ん
の
命
と
家
族
の
幸
せ
を
守
り
た
い
と

い
う
熱
い
思
い
で
す
。
ま
た
、
医
療
機

器
開
発
は
、
正
当
な
利
潤
を
得
る
た
め

に
企
業
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
も
の
で

す
。
大
学
と
企
業
が
お
互
い
の
立
場
を

十
分
に
理
解
し
、
双
方
の
た
め
に
な
る

関
係
を
築
き
、
う
ま
く
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
」

　

徳
島
大
学
消
化
器
内
科
、
呼
吸
器
膠

原
病
内
科
、
婦
人
科
と
関
連
病
院
の
協

力
の
も
と
、
チ
ー
ム
の
力
で
３
年
間
か

け
て
完
成
し
た
新
し
い
C
A
R
T
用
装

置
は
、
さ
ら
に
臨
床
評
価
と
改
良
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。

「
医
療
機
器
の
研
究
開
発
を
学
生
教
育

に
も
取
り
入
れ
、
研
究
室
配
属
の
医
学

最
先
端
研
究
探
訪
［
取
材
］
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ベイラー医科大学留学中に能勢之彦先生（右）と


